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文部科学省／厚生労働省／経済産業省／環境省／林野庁／
独立行政法人 住宅金融支援機構／日本学術会議／(公社)日本医師会／(公社)日本歯科医師会／
(公社)日本薬剤師会／(公社)日本看護協会／(公社)日本建築士会連合会／(公社)日本ＰＴＡ全国協議会／
(一財)建築環境・省エネルギー機構／(一社)消費者市民社会をつくる会／ＮＰＯ法人 日本主婦連合会／
日本生活協同組合連合会／(一社)全国木材組合連合会

【後援】
（申請中）

一般社団法人健康･省エネ住宅を推進する国民会議【主催】

〒100-0004
東京都千代田区大手町1-3-2
TEL03-6741-0222 会場地図▶

ご来場者の皆様に健康と住宅関連冊子３点セットをプレゼント！

健康･省エネ国際シンポジウム

住宅の断熱性能向上と健康への影響については、欧米の寒冷地域で調査が行われてきました。
日本でもスマートウェルネス住宅等推進事業（国交省）を通じて、同様の調査が進められています。
一方で、日本には夏季に高温多湿となる地域も多く、アジアモンスーン地域と類似の気候特性を有する地域
が存在します（注１）。天気が多重性と多様性に富む日本（注2）においては、冬季には欧米並みの、そし
て夏季にはアジアモンスーン地域に準じた、いわば異なる２つの気候特性に対応した健康・省エネ住宅が必
要といえるのではないでしょうか。
そこで、当シンポジウムでは、冬季の寒さと夏季の高温多湿の両面から、住宅内の温熱環境が健康に与える
影響についてスウェーデン、ベトナム、日本の3か国の専門家により議論を深めます。最後に、欧米や日本
の知見が蒸暑地域でどう応用出来るのか、意見交換を行います。

注1 加藤真司、「アジアモンスーン地域における住宅建築への省エネ技術の展開について（2011年4月）
注2 小倉義光、「日本の天気 その多様性とメカニズム」（東京大学出版会、2015年）

～ 冬の寒さと夏の蒸し暑さ、両方に対応した健康・省エネ住宅へ～

2018.2月2６日（月）

日 程

13時～1６時３０分
時 間

経団連会館カンファレンス 国際会議場
場 所



総合司会 （一社）健康･省エネ住宅を推進する国民会議 細井 昭宏 氏
13:00 開会の挨拶 （一社）健康･省エネ住宅を推進する国民会議 会長 村上 周三 氏
13:05 来賓挨拶 内閣総理大臣補佐官 和泉 洋人 氏
13:10 寒さと健康に関する講演

１）「高齢者のための住環境と健康」
スウェーデン ルンド大学 医学部保健科学科 准教授

Prof. Steven Michael Schmidt (スティーブン=マイケル=シュミット)氏
13:40 ２）「国土交通省スマートウェルネス住宅等推進調査事業中間報告」

慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン工学科 主任教授 伊香賀 俊治 氏
14:00 休憩
14:05 高温多湿と健康に関する講演

１）「日本の住宅におけるカビ・ダニアレルギー性疾患」
首都大学東京 名誉教授 星 旦二 氏

14:25 ２）「ベトナムにおける住宅の環境・省エネの取り組み」
ベトナム建設省（予定）

ベトナム建設省建築技術研究所副所長 Dr. Nguyen Hong HAI（グエン ホン ハイ)氏
ベトナム建設省建築技術研究所 環境・省エネルギー部次長

Mr. Nguyen Son LAM（グエン ソン ラム)氏
15:00 休憩
15:05 パネルディスカッション

「高温多湿の気候の健康に貢献する住宅と住まい方について」
パネリスト（順不同）

（一社）健康･省エネ住宅を推進する国民会議 会長 村上 周三 氏
ベトナム建設省建築技術研究所 副所長 Dr. Nguyen Hong HAI 氏
ベトナム建設省建築技術研究所 環境・省エネルギー部 次長 Mr. Nguyen Son LAM  氏
厚生労働省総括審議官（国際保健担当） 池田 千絵子氏
国土交通省住宅局住宅生産課長 長谷川 貴彦 氏
首都大学東京 名誉教授 星 旦二氏

司会 (一社) 健康･省エネ住宅を推進する国民会議 理事長 上原 裕之 氏

16:25 閉会の挨拶 (一社) 健康･省エネ住宅を推進する国民会議 理事長 上原 裕之氏

健康・省エネ国際シンポジウム

■ご氏名

■お電話番号

( ) －

■FAX番号

( ) －

受付番号

〒 -

■会社名

お申し込みは、下記ご記入の上、ＦＡＸでお申し込みください。
受付番号を返信いたします。 0743-79-9153

F A X 宛 先

■ご住所

■E-mail

@

お問い合わせは・・・
一般社団法人健康・省エネ住宅を推進する
国民会議 事務局

📞📞0743-79-9103

※定員になり次第締め切りとさせていただきますので、予めご

了承ください。※ご記入頂いた内容は、当シンポジウム運営

のために把握するほか、事務連絡や関連事業のために利用

することがありますが、第三者に公開するものではありません。

申込書

プログラム
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